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女性リーダーの時代へ向けて特
集

　

は
じ
め
に

　
「
女
性
と
防
災
」
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
中
越
大
震
災
、
東
日
本
大

震
災
を
経
験
す
る
な
か
で
国
や
地
方
の
男
女
共
同
参
画
施
策
に
お
い
て
も

重
要
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
二
〇
一
三
年
五
月
に
「
男
女
共

同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復
興
の
取
組
指
針
」（
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
）
が
出
さ
れ
、
そ
の
指
針
を
実
現
す
る
た
め
に
女
性
の
視
点
を
い

か
し
、
女
性
の
声
を
届
け
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
、
自
治
体
の
男
女

共
同
参
画
施
策
や
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
二
〇
一
六
年
四
月
に
熊
本
を
襲
っ
た
大
地
震
で
も
、
初
期
に
は

避
難
所
の
ト
イ
レ
が
男
女
別
で
は
な
く
し
か
も
不
足
、
避
難
所
で
の
性
被

害
や
性
暴
力
な
ど
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
妊
産
婦
、
子
ど
も
、
障

が
い
者
、
外
国
人
な
ど
多
様
な
背
景
を
持
つ
市
民
に
被
害
の
影
響
が
よ
り

強
く
現
れ
、
取
り
組
み
が
途
上
に
あ
る
こ
と
も
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
女
性
会
館
協
議
会
も
東
日
本
大
震
災
直
後

か
ら
被
災
地
へ
の
相
談
員
派
遣
事
業
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
に
取
り
組
み
、

二
〇
一
六
年
か
ら
は
大
規
模
災
害
時
に
情
報
共
有
と
相
互
支
援
を
目
的
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
活
用
が
は
じ
ま
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
取
り
組
み
も
こ
の
よ
う
な
動
き
に
押
さ
れ
、
最
初
の

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

と
よ
な
か
女
性
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
四

　

大
阪
府
豊
中
市
は
、
大
阪
府
の
北
部
に
位
置
し
人
口
約
四
〇
万
人
の
中

核
市
で
す
。
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
豊
中
市

は
中
南
部
を
中
心
に
大
阪
府
内
最
大
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

発
災
直
後
は
中
南
部
で
避
難
所
が
六
六
ヵ
所
開
設
さ
れ
、
市
民
が
避
難
生

活
を
送
り
ま
し
た
。
豊
中
市
で
は
い
ち
早
く
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ

る
と
と
も
に
多
数
の
市
民
が
支
援
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
豊
中
市
防
災
会
議
、
豊
中
市
危
機
管
理
課
や
豊
中
市
消
防
本
部
、

地
域
で
も
豊
中
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
を
中
心
に
地
域
防
災
に
お
い
て

日
々
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
よ
な
か
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
す
て
っ
ぷ
（
以
下
、
す
て
っ

ぷ
）
は
、
一
般
財
団
法
人
と
よ
な
か
男
女
共
同
参
画
推
進
財
団
が
豊
中
市

よ
り
指
定
管
理
を
受
け
て
運
営
す
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

す
て
っ
ぷ
で
は
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

・
二
〇
一
一
年
度　
「
と
よ
な
か
女
性
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
一
」
運

営
事
業
を
実
施
（
内
閣
府
「
平
成
二
三
年
度
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
連
携
支
援
事
業
」）。
豊
中
市
内
の
行
政
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
と
よ
な
か
女
性
防
災
ノ
ー
ト
」
の
作
成

・
二
〇
一
二
年
度　
「
と
よ
な
か
女
性
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

二
〇
一
二
」

（
講
演
会
開
催
）

・
二
〇
一
三
年
度　
「
と
よ
な
か
女
性
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

二
〇
一
三
」

（「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復
興
の
取
組
指
針
」
学
習
会
、

「
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
日
間
連
続
講
座
））

　
「
と
よ
な
か
女
性
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

二
〇
一
四
」
の
経
過

　
「
と
よ
な
か
女
性
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

二
〇
一
四
」（
内
閣
府
に
よ
る

「
平
成
二
六
年
度
地
域
防
災
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
事
業
」）
で

は
、
女
性
と
防
災
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
映
画

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
時
代
へ
向
け
て

一
般
財
団
法
人
と
よ
な
か
男
女
共
同

参
画
推
進
財
団
事
務
局
長

西
村
寿
子

と
よ
な
か
女
性
防
災
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
取
り
組
み

―
―
―
自
助
・
公
助
・
近
助（
所
）の
視
点
で
市
民
が
提
言

不
平
等
が
い
っ
そ
う
大
き
く
あ
ら
わ
れ
る
災
害
時
に
こ
そ

女
性
の
人
権
に
配
慮
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
が
求
め
ら
れ
る
。

女
性
た
ち
に
よ
る
提
言
を
ま
と
め
た
豊
中
市
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

に
し
む
ら
・
ひ
さ
こ

二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
財
団
に
常
務
理
事
・
事
務
局
長
と
し
て
勤
務
。
豊
中
市
防
災
会
議
委
員
。
す
て

っ
ぷ
と
い
う
施
設
で
、
悩
ん
で
い
た
女
性
が
相
談
や
就
労
支
援
事
業
、
市
民
活
動
へ
の
参
加
、
情
報
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
の
利
用
な
ど
で
少
し
ず
つ
元
気
を
取
り
戻
す
様
子
を
感
じ
た
瞬
間
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま

す
。
共
著
に
『
こ
と
ば
・
差
別
・
表
現　

再
考
』（
解
放
出
版
社
）、『
最
新
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

S
tudy G

uide

入
門
編
』（
リ
ベ
ル
タ
出
版
）
な
ど
。

上
映
の
実
施
、「
と
よ
な
か
女
性
防

災
ノ
ー
ト 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ⅱ
」
の
発

行
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
特
徴
的
な
こ

と
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
来
、

自
治
会
や
公
民
分
館
、
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
中
間
支
援
団

体
な
ど
で
活
躍
す
る
一
二
名
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
し
て
「
女
性

と
防
災
を
考
え
る
会
」
を
つ
く
っ

て
学
ん
だ
こ
と
を
提
言
と
し
て
市

政
に
届
け
た
こ
と
で
す
。

　

と
よ
な
か
女
性
防
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
二
〇
一
四
で
は
、
次
の
よ
う

に
段
階
を
踏
ん
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
専
門
家

女性と防災を考える会
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言
書
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
地
域
で
先

進
的
に
自
主
防
災
や
市
民
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
委
員
の
経
験
や
知
見

を
ベ
ー
ス
に
「
女
性
の
視
点
」
の
重
要
性
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、提
言
の
基
本
的
な
考
え
方
と
構
成
に
つ
い
て
は
、国
の
「
男

女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
防
災
・
復
興
の
取
組
指
針
」
に
加
え
て
、
豊

中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
、
地
域
自
治
推
進
条
例
、
自
治
基
本
条
例
、

市
民
公
益
活
動
推
進
条
例
、
子
ど
も
健
や
か
育
み
条
例
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
市
の
条
例
の
精
神
が
生
か
さ
れ
た
防
災
を
求
め
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

つ
く
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
市
民
協
働
の
視
点
か
ら
地
域
づ
く
り
を
行
い
、

そ
こ
に
防
災
を
位
置
付
け
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
が

平
常
時
か
ら
「
自
助
・
共
助
・
近
助
（
所
）」
の
視
点
で
誰
も
が
対
等
な
立

場
で
発
言
で
き
る
環
境
を
整
え
る
決
意
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

共
有
さ
れ
た
女
性
の
視
点
と
要
望

　

提
言
が
最
初
に
提
起
し
た
女
性
視
点
と
、
そ
こ
か
ら
出
さ
れ
た
要
望 

（
抜
粋
）
は
次
の
通
り
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
女
が
対
等
な
構
成
員
と
し
て
互
い
に
そ

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
責
任
を
分
か
ち
あ
い
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
で
す
。
と
り
わ
け
意
思
決
定
の
場
面
に
参
画
す
る
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
東
日
本
大
震

災
で
も
社
会
へ
の
参
画
の
か
た
よ
り
が
、
災
害
時
に
は
一
層
大
き
く
な
り
、

そ
の
こ
と
が
女
性
た
ち
の
（
ひ
い
て
は
男
性
の
）
心
身
の
負
担
を
重
く
す

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
対
策
・
被
災
者
支
援
は
、
多
様
な
立
場
の
市
民
が
い
る
こ

と
を
前
提
に
し
て
取
り
組
ま
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
多

様
な
立
場
の
な
か
で
も
人
口
の
半
分
、
高
齢
者
な
ど
要
援
護
者
の
半
分
を

占
め
、
い
っ
ぽ
う
で
日
常
生
活
や
支
援
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
女
性
た
ち
が
、
防
災
政
策
の
方
針
を
決
定
す
る
場
や
あ
ら
ゆ
る
災

害
支
援
活
動
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
ふ
だ
ん

か
ら
意
思
決
定
の
場
へ
参
画
す
る
機
会
を
し
っ
か
り
と
確
保
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
す
。
基
本
的
な
考
え
方
で
は
、
次
の

点
を
強
調
し
ま
し
た
。

・
家
庭
で
も
地
域
で
も
職
場
で
も
性
別
に
よ
る
不
平
等
が
あ
れ
ば
そ
れ
を

ど
う
変
え
て
い
く
か
、
地
域
活
動
に
取
り
組
む
上
で
の
継
続
し
た
努
力
の

必
要

・
防
災
・
復
興
に
か
か
る
政
策
や
方
針
の
決
定
、
実
施
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
女
性
と
若
者
の
参
加
と
リ
ー
ダ
ー
養
成

・
性
別
や
年
齢
、
国
籍
・
民
族
的
出
身
な
ど
社
会
要
因
に
よ
っ
て
被
害
の

現
れ
方
の
違
い
を
考
え
、
困
難
を
最
小
限
に
す
る
取
り
組
み
が
必
要

・
災
害
対
応
に
お
い
て
行
政
の
責
任
と
と
も
に
隣
近
所
、
地
域
の
団
体
間

な
ど
の
連
携
も
必
要
。
災
害
時
に
急
に
連
携
を
し
よ
う
と
し
て
も
難
し
く
、

日
頃
か
ら
の
関
係
づ
く
り
が
大
切
。

　

こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
っ
て
要
望
を
出
し
ま
し
た
。
項
目
の
み
列
記
し

ま
す
。

⑴
事
前
の
そ
な
え
・
予
防

①
女
性
の
参
画
を
は
か
る
、
②
学
習
啓
発
（
リ
ー
ダ
ー
養
成
な
ど
）、
③
物

資
・
避
難
訓
練
（
性
別
に
よ
っ
て
仕
事
や
役
割
に
偏
り
が
な
い
よ
う
）、
④

災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
と
参
画
の
推
進
（
単
身
や
高
齢
な
ど
多
様
化

す
る
世
帯
構
成
に
留
意
）、⑤
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の
位
置
付
け

⑵
発
災
時
の
対
応
（
災
害
対
策
本
部
に
女
性
職
員
の
配
置
な
ど
）

⑶
避
難
所
運
営
、
環
境
整
備

や
実
務
家
を
招
い
て
、
多
く
の
市
民
も
参
加
し
て
東
日
本
大
震
災
な
ど
大

規
模
災
害
が
女
性
に
及
ぼ
す
影
響
を
学
び
、「
女
性
の
視
点
と
は
何
か
？
」

「
な
ぜ
、
女
性
の
視
点
な
の
か
？
」
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
東
北
に
学
ぶ
、
未
来
を
つ
く
る　

一
・
一
七
か
ら
三

・
一
一
へ
」（
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
八
日
）

　

講
師　

相
川
康
子
さ
ん
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
政
策
研
究
所

理
事
）、加
藤
志
生
子
さ
ん
（
仙
台
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
館
長
）、

丹
羽
麻
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
イ
メ
ン
ズ
ス
ペ
ー
ス
ふ
く
し
ま
）

・
女
性
視
点
で
考
え
る
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
一
一
月
二
七
日
）

　

講
師　

浅
野
幸
子
さ
ん
（
早
稲
田
大
学
地
域
社
会
と
危
機
管
理
研
究
所
、

招
聘
研
究
員
）

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
四
〇
人
の
参
加
者
が
、
①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

浅
野
さ
ん
の
話
か
ら
「
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
思
っ
た
こ
と
、
②
障

が
い
者
、
高
齢
者
、
持
病
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
妊
産
婦
、
赤
ち
ゃ
ん
や
幼
児

な
ど
へ
の
支
援
で
必
要
な
こ
と
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

・
女
性
と
防
災
を
考
え
る
会
～
地
域
に
学
び
提
言
作
成
（
一
二
月
九
日
～

二
五
日
）

　

提
言
の
特
徴

多
様
な
市
民
の
視
点
で
作
成

　

女
性
と
防
災
を
考
え
る
会
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
踏
ま
え
、
二
〇
一
四
年
度
豊
中
市
地
域
防
災
計
画
の
改
定
に
向
け
た
提
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意
識
し
て
作
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　

提
言
の
構
成
は
次
の
通
り
で
す
。

①
な
ぜ
女
性
視
点
が
必
要
な
の
か
〜
基

本
的
な
考
え
方
、
②
豊
中
市
へ
の
要
望
、

③
と
よ
な
か
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
の
位
置
づ
け
・
役
割
に
つ
い
て
、④

市
民
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と

　

提
言
書
の
構
成
に
「
市
民
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
こ
と
」
が
あ
る
こ
と
も
特

徴
的
で
す
が
、そ
こ
で
は
、市
民
が
「
支

援
す
る
側
、
さ
れ
る
側
」
に
分
か
た
れ

る
の
で
は
な
く
、
被
災
し
た
人
も
含
め

て
市
民
の
力
が
発
揮
で
き
る
仕
組
み
を
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し
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
防
災
体
制
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
る
」
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
、
以
下
の
内
容
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

・
被
災
者
の
安
否
照
会
へ
の
対
応
（
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
個
人
情
報
へ
の
配

慮
）

「
被
災
者
の
中
に
、配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
を
受
け
加
害
者
か
ら
追
及
さ
れ

て
危
害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
者
等
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
加
害
者

等
に
居
所
が
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
当
該
被
害
者
の
個
人
情
報
の
管

理
を
徹
底
」

・
避
難
所
の
運
営 

「（
一
）
運
営　

性
別
や
年
齢
、
障
が
い
の
有
無
な
ど
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違

い
を
把
握
し
、
固
定
的
な
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

運
営
組
織
の
管
理
責
任
者
に
は
多
様
な
立
場
の
人
を
配
慮
し
、
ま
た
役
員

の
う
ち
三
割
以
上
が
女
性
と
な
る
よ
う
促
す
。」 

「（
四
）
女
性
や
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
へ
の
配
慮　

市
は
、
避
難
所
の
運

営
に
お
け
る
女
性
の
参
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
男
女
の
ニ
ー
ズ
の
違

い
等
男
女
双
方
の
視
点
に
配
慮
す
る
。
特
に
女
性
専
用
の
物
干
し
場
、
更

衣
室
、
授
乳
室
の
設
置
や
女
性
用
品
の
女
性
に
よ
る
配
布
、
巡
回
警
備
や

防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
布
な
ど
に
よ
る
避
難
所
に
お
け
る
安
全
性
の
確
保
、
ト

イ
レ
・
更
衣
室
・
入
浴
設
備
等
の
設
置
場
所
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
誰
も
が

安
心
し
て
使
用
で
き
る
場
所
を
選
び
、
照
明
を
つ
け
る
な
ど
、
安
全
に
配

慮
す
る
こ
と
や
、
女
性
相
談
員
を
配
置
し
た
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
、
女

性
や
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
避
難
所
の
運
営
に
努
め
る
。」

・
す
て
っ
ぷ
の
役
割
（
性
相
談
窓
口
の
開
設
や
、
女
性
支
援
の
情
報
提
供
、

広
報
活
動
、
女
性
支
援
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
受
け
入
れ
、

活
動
支
援
）

　

た
だ
、「
女
性
と
防
災
を
考
え
る
会
」
に
よ
る
防
災
会
議
の
も
と
に
女
性

部
会
を
設
置
と
い
う
提
案
は
入
ら
ず
、
今
後
の
課
題
と
言
え
ま
す
。

　

お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
、「
と
よ
な
か
女
性
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
四
」
で

は
、地
域
や
市
民
活
動
で
活
躍
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
し
た「
女
性
と

防
災
を
考
え
る
会
」
が
、
地
域
防
災
計
画
の
改
定
に
合
わ
せ
て
、
意
思
決

定
の
場
に
提
言
を
届
け
、
計
画
に
女
性
の
視
点
を
入
れ
る
と
い
う
一
定
の

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
翌
年
度
の
計
画
改
定
の
際
も
「
女

性
と
防
災
を
考
え
る
会
」
で
危
機
管
理
課
を
招
き
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
一
六
年
度
に
は
、
考
え
る
会
の
メ
ン
バ
ー
が
地
域
自
治
会
で

二
〇
年
間
も
継
続
し
て
い
る
防
災
訓
練
に
財
団
職
員
が
参
加
、
二
月
に
は

考
え
る
会
か
ら
講
師
を
招
き
す
て
っ
ぷ
で
防
災
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
治
会
で
の
「
女
性
と
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
出
前
講
座
の

要
請
も
少
し
ず
つ
で
す
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、市
民
活
動
や
自
治
会
、公
民
分
館
、社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
地
域
で
活
躍
す
る
数
多
く
の
女
性

リ
ー
ダ
ー
に
出
会
い
ま
し
た
。
豊
中
と
い
う
地
域
が
輩
出
し
た
リ
ー
ダ
ー

の
経
験
や
知
見
に
女
性
の
視
点
が
重
な
っ
て
よ
り
豊
か
な
防
災
の
視
点
が

示
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
で
も
っ
と
女
性
や
若
い
リ
ー
ダ
ー
が

育
っ
て
い
く
た
め
に
、
す
て
っ
ぷ
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
と
リ
ー
ダ
ー
の

出
会
い
の
場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
す
て
っ
ぷ
と
し
て
も
防
災
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
役
割
を

果
た
し
、「
女
性
と
防
災
」
の
視
点
を
地
域
に
広
め
て
い
く
た
め
に
地
域
と

の
つ
な
ぎ
役
を
務
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
、
そ
の
た
め
に
も
、
市
民

と
の
協
働
を
進
め
る
職
員
の
育
成
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
蓄
積
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
女
性
と
防
災
を
考
え
る
会
」
委
員
構
成
団
体

・
豊
中
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

・
豊
中
市
地
域
教
育
協
議
会
連
絡
会

・
豊
中
市
公
民
分
館
協
議
会

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
よ
な
か
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
き
ず
な

・
一
般
財
団
法
人
と
よ
な
か
人
権
文
化
ま
ち
づ
く
り
協
会

・
公
益
財
団
法
人
と
よ
な
か
国
際
交
流
協
会

・
校
区
福
祉
会
庄
内
校
区
福
祉
委
員
会

・
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
る
豊
中
連
絡
会　

会
員

・
豊
中
市
自
主
防
災
活
動
団
体
連
絡
会
議

・
豊
中
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
母
親
委
員
会

・
豊
中
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

・
朗
読
人
ひ
ま
わ
り
代
表
（
す
て
っ
ぷ
登
録
団
体
）

①
避
難
所
開
設
、
運
営
（
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
三
割
に
す
る
）、
②
物
資
（
声

を
あ
げ
に
く
い
人
の
ニ
ー
ズ
把
握
な
ど
）、
③
環
境
（
女
性
、
子
育
て
家
庭

の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
）、
④
安
心
安
全
（
暴
力
防
止
に
関
す
る
広
報
。
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
か
ら
逃
れ
る
市
民
の
個
人
情
報
管
理
、

女
性
相
談
員
配
置
な
ど
）

　

女
性
の
参
画
で
は
「
女
性
と
防
災
を
考
え
る
会
」
を
発
展
さ
せ
、
防
災

会
議
の
も
と
に
女
性
部
会
の
設
置
を
提
言
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
代
表
が
防
災
会
議
に
出
席
、
防
災
計
画
全
体
を
提
言
の
趣
旨
か
ら
検
討

す
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
、
今
回
の
取
り
組
み
を
地
域
に
広
げ
て
い
く
こ

と
を
可
能
に
す
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

提
言
か
ら
地
域
防
災
計
画
へ

　

二
〇
一
五
年
一
月
一
五
日
に
「
女
性
と
防
災
を
考
え
る
会
」
委
員
が
市

役
所
へ
出
向
き
、
浅
利
敬
一
郎
市
長
へ
「
女
性
と
防
災
に
関
す
る
提
言

書
」
を
手
渡
し
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
豊
中
市
防
災
会
議
で
の
議

論
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
経
て
二
〇
一
五
年
三
月
に
豊
中
市
地
域

防
災
計
画
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、
改
定
の
軸
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震

へ
の
対
応
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
提
言
の
一
部
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
防
災
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
」
と
い
う
計
画
の
総
括
的
な

部
分
に
、「
今
後
地
域
に
お
け
る
生
活
者
の
多
様
な
視
点
を
反
映
し
た
防
災

対
策
の
実
施
に
よ
り
地
域
の
防
災
力
向
上
を
図
る
た
め
、
防
災
に
関
す
る

政
策
・
方
針
決
定
過
程
及
び
防
災
の
現
場
に
お
け
る
女
性
の
参
画
を
拡
大


